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小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：星野 晃司）は、２０１１年から自社事業の発展

に向けた市場調査として、公的統計等では把握しきれない消費者の意識や行動特性を収集すること

を目的に、小田急沿線とその周辺居住者を対象とした「小田急沿線生活者１万人調査」を継続実施

しています。２０２３年１０月１６日（月）、この積み上げてきたデータを沿線地域の活性化に取り

組む方々へ無償で提供する「小田急 地域活性データバンク」をスタートします。 

 

「小田急沿線生活者１万人調査」では、居住地に対して重視する項目や満足度、購買行動に関す

る訪問エリアや施設、ＳＮＳウェブサービスの利用状況、重視する考え方や生き方・幸福感、通勤を

はじめとした移動手段の利用状況やテレワークの活用状況などについて、２０～６９歳を対象に１０

年以上にわたる調査結果を保有しています。 

本取り組みは、この調査結果の一部を自治体や NPO 団体、出店等を検討するスタートアップ企業、

学生、研究機関など、地域価値の向上につながるさまざまな活動に取り組む方にご利用いただけま

す。例えば、「防犯や災害対策への満足度」や「子育て施設の充実への満足度」などの調査項目について、

年齢層・世帯構成などの切り口からお申し込みいただくと担当者から最短２営業日で内容確認のご連絡

をし、お客さまのニーズをヒアリングしたうえで回答時期を設定。その後、ご要望に応じた地域を絞っ

た集計や約１０年間の経年変化などカスタマイズした分析結果を提供し、実施施策の効果検証や今後の

戦略の検討等に活用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用については「小田急総合研究所」の専用アドレス（info-enpro@odakyu-dentetsu.co.jp）に

お問い合わせいただくことで、ご相談内容に応じて調査結果を分析して提供します。 

 

 

小田急沿線のライフスタイル特性が見える！価値観など１０年分の心理統計結果を無償公開 

１０月１６日「小田急 地域活性データバンク」をスタート 
～沿線自治体や NPO、スタートアップ、学生の活動を後押し、地域価値の向上を目指します～ 
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当社は、地域価値創造型企業として地域とともに成長を目指しており、１万人調査の結果を活用

した沿線のまちづくり等を通じて、新たな価値創造に取り組んでいます。本施策を通じて小田急沿

線の地域価値向上につながる取り組みをされるパートナーを後押しすることで、社会課題の解決や

地域活性化に寄与したいと考えています。 

 

＜参考１＞小田急沿線生活者１万人調査について 

 

公的統計や自社の顧客情報だけでは把握しきれない消費者の意識や行動特性を収集することを目

的に、小田急沿線と周辺の居住者１万人にご協力いただき、２０１１年から実施しています。 

 

１．調査概要 ○対 象 者 ： ２０歳～６９歳 

       ○対象エリア ： 新宿区、渋谷区、世田谷区、狛江市、稲城市、多摩市、町田市、

川崎市（麻生区・多摩区）、相模原市（南区・中央区）、座間市、

海老名市、厚木市、伊勢原市、秦野市、南足柄市、小田原市、   

大和市、綾瀬市、藤沢市、愛川町、清川村、中井町、大井町、    

松田町、開成町、箱根町など 

○調 査 方 法 ： インターネット調査 

 

２．主要調査項目 ○基 本 属 性 ： 性別・年齢、世帯構成、ライフステージ 

○移動・通勤状況 ： 交通手段の利用状況、テレワーク 

○生活価値観 ： 関心事項、日常生活、ソーシャルメディア利用、自身の生き方 

○買い物行動 ： 訪問エリア、商業施設利用状況、購買行動、サービスの利用経験 

○住まい方、鉄道、生活 ： 居住形態、鉄道サービスに関する重視度・満足度、地域評価 

 

３．分析ポイント 沿線生活者の移動・通勤状況や、日常生活、生活価値観、買い物動向、住まい方、   

生活地域・鉄道満足度等について継続調査を実施するとともに、近年では全般を   

通じてコロナ禍からウィズコロナへの移行を意識した調査を行っています。 

＜ 調査協力 株式会社三菱総合研究所 ＞ 

＜参考２＞「地域活性データバンク」の活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ市の方々の生活満足度や居住意向が知りたい 

お住まいの地域に関する意識調査のデータを分析できます！ 

下記の図は居住地域に対する気持ちの評価結果を 

ライフステージ別に表にまとめたものです！ 

 

下の図は地域に対する気持ちの評価結果を 

ライフステージ別に表にまとめたものです 

下の図は地域に対する気持ちの評価結果を 

ライフステージ別に表にまとめたものです 
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全体 (7355) 67.7 60.4 58.5 61.1 45.0 47.7 56.4 47.8 38.8 57.2

　独身20-30代 (1612) 64.1 56.7 56.4 57.4 42.3 45.5 54.7 43.9 37.4 47.1

　夫婦のみ20-30代 (338) 71.0 64.4 63.9 63.1 48.9 51.4 57.9 50.5 41.5 56.9

　子ども幼少家族 (708) 69.1 61.0 62.5 63.7 47.7 48.6 59.4 47.2 41.7 59.6

　子ども小学生家族 (506) 73.1 68.6 66.8 68.8 48.7 51.8 62.7 55.8 43.2 67.0

　子ども中高大学生家族 (818) 71.6 62.7 60.5 66.7 48.2 52.2 60.4 52.3 43.5 63.7

　子ども学校卒業家族 (970) 72.3 67.1 58.3 62.2 46.0 48.0 57.2 51.8 39.7 64.7

　独身40-50代 (998) 60.9 51.3 51.6 54.6 39.4 44.0 48.9 39.8 32.8 51.7

　夫婦のみ40-50代 (526) 64.7 59.7 54.9 58.2 47.0 47.5 55.7 46.9 37.0 55.8

　独身60代  夫婦のみ60代 (316) 68.4 61.0 58.2 62.8 45.8 47.7 56.6 51.9 37.4 61.9



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔エリア内の小田急沿線生活者の重視度

と満足度を 4象限にプロットしました。 

✔例えば、重視度・満足度ともに高い「重

要維持領域」には、「自然災害」「犯罪少な

い」などの安全性に関わる項目、「渋滞少

ない」「徒歩・自転車」などの交通利便性

に関わる項目が入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ市の生活に関して重視するものや満足度が知りたい 

安全性や交通利便性など８ジャンル３７の項目で調査した 

データをもとに、エリアごと・駅ごと・居住自治体ごと 

などで詳細を出すことが可能です！ 

「この地域に住み続けたいと思う」の回答状況について 

隣接する居住自治体ごとに比較したものが下記のグラフです！ 

Ｃ市とＤ市は隣接する自治体ですが、居住者の意識に 

大きな差が生じていることがわかります！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔Ｄ市は、Ｃ市に比べて全体的に満足度が低い傾向となっています。また、Ｄ市における「重要改善

領域」（重視度が高く、満足度が低い）には「魅力的な店舗」の項目が入っています。 

 

 

 

 

 

✔年代層により、地域に求める重視度は異なって

いることがわかります。 

 

✔前述の結果などをふまえ、例えば「魅力的なレ

ストランやカフェ」が誘致できれば、若年層の居

住意向を引き上げることにつながると考えられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

地域に対する重視度について、年代別に傾向を 

見てみたものが下記の表です！ 

このように、今後の打ち手の検討などのほか、実施施策の効果検証

や、沿線地域の活性化に取り組まれる方々にご活用いただけます 

（％）

20代 30代 40代 50代 60代

（回答者数：人） (7355) (884) (1376) (1974) (1884) (1237)

病院・介護施設などの福祉医療施設

が充実している
66.1 54.6 59.9 62.1 70.1 81.6

道路の交通渋滞が少ない 52.6 45.7 48.0 49.4 54.7 64.4

レストランやカフェが多い 39.8 47.9 44.3 37.1 36.1 39.0

保育園・幼稚園などが充実し子育て
しやすい

35.3 43.7 48.7 38.0 25.6 24.9

レジャー・娯楽・遊び場が充実 33.4 40.7 39.0 33.2 28.9 28.9

公民館・コミュニティセンターなど
のコミュニティ施設が充実

30.6 27.6 32.5 27.5 28.6 38.6

同じ家族構成・世代の世帯が多い 24.9 34.0 33.7 24.8 18.4 19.0

年代（10才刻み）
全体

先ほどのＣ市、Ｄ市について、それぞれのプロット図を 

作成してみると、以下のようになります！ 

Ｃ市 居住者 Ｄ市 居住者 


